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二つめのBは ｢ブクラ｣で､文字通 りには ｢明
日｣という意味だが､今日の次の日を必ずしも指
さない｡この次いつか､という意味である｡ただ､
最後の M は ｢マレシ｣で､直訳すると ｢理に
かなわない｣ということで､気にするな､どうし
ようもない､仕方がないという感じである｡
約束をしていても､心とからだの調子が変 り､
ものごとの優先順位も変ってくる｡私の命が尽き
てしまわないと誰が断言できよう｡人間だから忘
れることもある｡アツラーの神の言葉は不変だが､
人間は変るものであるという認識､これこそアラ
ブの価値観である｡
この三つは､まさにアラブの哲学と知恵が日常
生活の中で見事に結晶した表現と言えよう｡そし
て､日本人とアラブ人との違い- それも根源的
違いを思い知らせてくれるものと､私には思える｡
日本人は､自分を取 りまくもろもろに口では文句
を並べ不満を言うが､究極的には他人を信 じ､努
力を善と信 じるオプティミス トである｡アラブ人
は､それと正反対の極にいると思う｡ - 最後ま
で他人を信じず､愛も善意も信 じない運命論者で
ある (しかし､もちろんそのことが精神の不毛に
つながることは断じてない)｡IBM は､苛酷な自
然の中で生れ､同時に彼らの保身の術として生き
ているのである｡
｢先生､原稿は半ごろまでにいただけますか｣
｢努力いたします､インシャアツラー｣
｢今日は二十日ですが､原稿はまだですか｣
｢もうちょっと｡ブクラ｣
｢原稿を｣
｢ブクラ｣
｢まだでしょうか?｣
｢教授会 ･部会 ･委員会とたて続けでダメだわ､
マレシ｣
かくして一回遅れの掲載と相なった次第｡
今出来ていないことはいつできるのか､と言うと､
必ず｢ブクラ｣､当てにならないという含みもある｡
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